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︽
舟
田
正
之
先
生
業
績
目
録
︾
一
著
書
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
︵
二
〇
一
一
年
有
斐
閣
︶
不
公
正
な
取
引
方
法
︵
二
〇
〇
九
年
有
斐
閣
︶
情
報
通
信
と
法
制
度
︵
一
九
九
五
年
有
斐
閣
︶
二
編
著
・
共
著
・
監
修
経
済
法
判
例
・
審
決
百
選
︵
舟
田
正
之
・
金
井
貴
嗣
・
泉
水
文
雄
／
編
︶
︵
二
〇
一
〇
年
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
九
号
有
斐
閣
︶
独
占
禁
止
法
概
説
︵
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
／
著
︶
︵
二
〇
〇
〇
年
﹇
初
版
﹈︑
二
〇
〇
四
年
﹇
第
二
版
﹈︑
二
〇
〇
六
年
﹇
第
三
版
﹈︑
二
〇
〇
八
年
﹇
第
三
版
第
二
刷
補
訂
﹈︑
二
〇
一
〇
年
﹇
第
四
版
﹈
有
斐
閣
︶
日
本
禁
止
断
法
概
︵
王
・
杰
・
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
／
著
︶
︵
二
〇
〇
六
年
中
国
法
制
出
版
社
︶
︵
本
書
は
︑
右
の
﹃
独
占
禁
止
法
概
説
﹄
の
中
国
語
訳
で
あ
る
︶
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
︵
舟
田
正
之
／
監
修
︶
︵
郵
政
省
電
波
資
源
の
有
効
活
用
方
策
に
関
す
る
懇
談
会
編
︶︵
一
九
九
七
年
日
刊
工
業
新
聞
社
︶
公
益
事
業
の
多
角
経
営
と
法
規
制
︵
舟
田
正
之
／
編
︶
︵
一
九
九
五
年
第
一
法
規
出
版
︶
通
信
新
時
代
の
法
と
経
済
︵
舟
田
正
之
・
黒
川
和
美
／
編
︶
︵
一
九
九
一
年
有
斐
閣
﹁
国
際
第
一
種
電
気
通
信
事
業
﹂︶
独
占
禁
止
法
入
門
︵
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
・
野
木
村
忠
邦
・
来
生
新
／
共
著
︶
︵
一
九
八
三
年
有
斐
閣
︶
新
・
不
公
正
な
取
引
方
法
︵
金
子
晃
・
実
方
謙
二
・
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
／
共
著
︶
︵
一
九
八
三
年
青
林
書
院
新
社
︶
三
論
文
二
〇
一
一
年
互
換
品
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
特
許
権
訴
訟
と
独
占
禁
止
法
︵
舟
田
正
之
・
伊
藤
隆
史
︶法
律
時
報
八
四
巻
一
号
九
七
-一
〇
三
頁
二
〇
一
〇
年
5
不
当
廉
売
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求
︱
ヤ
マ
ト
運
輸
対
日
本
郵
政
公
社
不
当
廉
売
等
差
止
請
求
事
件
控
訴
審
判
決
を
素
材
と
し
て
立
教
法
学
七
八
号
三
一
-七
六
頁
公
取
委
の
審
判
制
度
︱
消
費
者
・
国
民
の
立
場
か
ら
法
律
時
報
八
二
巻
四
号
六
九
-七
三
頁
放
送
番
組
製
作
取
引
の
適
正
化
︱
独
占
禁
止
法
・
下
請
法
と
の
関
連
で
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
三
号
七
八
-
九
〇
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
二
〇
〇
九
年
組
合
の
行
為
根
岸
哲
／
編
﹃
注
釈
独
占
禁
止
法
﹄︵
有
斐
閣
︶
五
五
一
-五
六
二
頁
正
田
彬
先
生
の
人
と
業
績
を
振
り
返
る
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
八
八
号
五
六
-六
五
頁
二
〇
〇
八
年
﹁
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
﹂・﹁
電
力
市
場
に
お
け
る
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
﹂
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
報
告
書
﹃
新
電
気
事
業
制
度
と
競
争
政
策
﹄
一
-一
三
頁
︑
一
七
-四
一
頁
携
帯
電
話
事
業
者
間
の
接
続
︱
﹁
ぶ
つ
切
り
料
金
﹂
と
﹁
エ
ン
ド
エ
ン
ド
料
金
﹂
立
教
法
学
七
五
号
一
八
五
-二
一
四
頁
﹁
独
占
禁
止
法
等
の
改
正
案
に
関
す
る
意
見
﹂
に
つ
い
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
七
号
二
-五
頁
二
〇
〇
七
年
電
力
産
業
に
お
け
る
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
在
り
方
︵
共
同
研
究
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
︵
第
七
回
︶︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
五
号
九
五
-一
〇
五
頁
放
送
番
組
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
と
著
作
権
立
教
法
学
七
三
号
二
六
五
-
二
八
〇
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
︱
本
連
載
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
︵
共
同
研
究
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
︵
第
一
回
︶︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
七
号
一
一
〇
-一
一
六
頁
二
〇
〇
六
年
防
衛
庁
石
油
製
品
談
合
刑
事
事
件
＝
東
京
高
裁
判
決
︵
平
成
一
六
・
三
・
二
四
︶
に
つ
い
て
立
教
法
学
七
〇
号
一
六
一
-一
九
二
頁
﹁
電
力
適
正
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
検
討
﹂︑﹁
競
争
対
抗
料
金
︱
研
究
ノ
ー
ト
﹂
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
報
告
書
﹃
新
電
気
事
業
制
度
と
競
争
に
関
す
る
課
題
﹄
三
三
-六
八
頁
︑
一
二
九
-一
五
九
頁
優
越
的
地
位
の
濫
用
の
再
検
討
公
正
取
引
六
七
四
号
一
〇
-一
六
頁
公
正
競
争
阻
害
性
の
再
検
討
︱
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
中
心
に
公
正
取
引
六
七
一
号
四
九
-五
六
頁
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6
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
規
制
シ
ス
テ
ム
︱
接
続
規
制
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
規
制
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
す
る
構
造
規
制
を
中
心
に
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
八
号
一
五
〇
-一
五
七
頁
経
済
法
の
性
格
︑
独
占
禁
止
法
の
目
的
︑
独
占
禁
止
法
の
体
系
丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
／
編
﹃
新
現
代
経
済
法
入
門
︵
第
三
版
︶﹄
︵
法
律
文
化
社
︶
二
九
-四
九
頁
二
〇
〇
五
年
公
取
委
の
審
判
事
件
記
録
開
示
︵
稗
貫
俊
文
／
編
﹃
競
争
法
の
現
代
的
諸
相
︱
厚
谷
襄
児
先
生
古
稀
記
念
論
集
︵
下
︶﹄︵
信
山
社
出
版
︶
九
〇
五
-九
二
八
頁
二
〇
〇
四
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス
立
教
法
学
六
四
号
一
五
二
-
一
七
六
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
独
禁
法
上
の
﹁
事
業
者
﹂判例
タ
イ
ム
ズ
五
五
巻
一
号
六
九
-七
八
頁
以
下
課
徴
金
制
度
の
強
化
︱
補
足
的
メ
モ立教
法
学
六
五
号
一
四
五
-一
九
六
頁
談
合
と
独
占
禁
止
法
日
本
経
済
法
学
会
年
報
四
七
号
二
四
-七
三
頁
二
〇
〇
三
年
放
送
政
策
研
究
会
の
最
終
報
告
書
に
つ
い
て
人
レ
ポ
ー
ト
二
三
号
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
課
徴
金
制
度
の
強
化
に
向
け
て
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
七
四
号
八
-一
九
頁
二
〇
〇
二
年
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
・
来
生
新
・
金
井
貴
嗣
・
川
濵
昇
﹁
新
司
法
試
験
選
択
科
目
と
し
て
の
独
占
禁
止
法
︵
経
済
法
︶
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
﹂
公
正
取
引
六
二
一
号
六
二
-六
四
頁
環
境
規
制
と
独
占
禁
止
法
制
︵
大
塚
直
・
北
村
喜
宣
／
編
﹃
淡
路
剛
久
教
授
・
阿
部
泰
隆
教
授
還
暦
記
念
環
境
法
学
の
挑
戦
﹄︵
日
本
評
論
社
︶
三
二
四
-三
四
〇
頁
放
送
産
業
と
経
済
法
︵
日
本
経
済
法
学
会
／
編
﹃
経
済
法
講
座
第
一
巻
経
済
法
の
理
論
と
展
開
﹄︵
三
省
堂
︶︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
の
見
直
し
︱
一
試
案
立
教
法
学
六
二
号
一
-五
〇
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
﹃
集
中
排
除
原
則
﹄
見
直
し
試
案
月
刊
民
放
二
〇
〇
二
年
一
一
月
号
一
〇
-二
一
頁
二
〇
〇
一
年
日
本
に
お
け
る
放
送
制
度
改
革
舟
田
正
之
・
長
谷
部
恭
男
／
編
﹃
放
送
制
度
の
現
代
的
展
開
﹄
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7
︵
有
斐
閣
︶
四
二
-一
〇
七
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
電
気
通
信
分
野
の
競
争
政
策
法
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
一
九
号
一
一
七
-一
一
八
頁
放
送
産
業
と
経
済
法
︱
補
足
的
覚
書
立
教
法
学
五
九
号
二
〇
五
-
二
五
三
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
Ｉ
Ｔ
革
命
推
進
の
た
め
の
電
気
通
信
審
議
会
第
一
次
答
申
に
つ
い
て
︵
上
︶︵
下
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
九
七
号
五
二
-五
八
頁
︑
一
一
九
九
号
四
八
-六
一
頁
特
殊
法
人
等
の
情
報
公
開
制
度
︵
小
早
川
光
郎
・
宇
賀
克
也
／
編
塩
野
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
行
政
法
の
発
展
と
変
革
︵
上
巻
︶﹄
有
斐
閣
︶
七
三
九
-
七
六
四
頁
二
〇
〇
〇
年
﹁
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
設
置
・
利
用
の
あ
り
方
﹂﹁
行
政
＆
Ａ
Ｄ
Ｐ
﹂
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所
三
六
号
一
-二
頁
電
力
の
自
由
化
・
競
争
導
入
に
関
す
る
法
的
検
討
立
教
法
学
五
四
号
七
五
-一
三
四
頁
﹁
官
製
談
合
﹂
と
独
禁
法
立
教
法
学
五
六
号
九
九
-一
二
六
頁
法
の
学
び
方
は
ど
う
変
わ
る
か
︱
立
教
大
学
法
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
法
学
最
前
線
︵
五
︶
月
刊
法
学
教
室
二
三
九
号
一
四
六
-一
四
七
頁
一
九
九
九
年
電
気
事
業
に
お
け
る
託
送
と
﹃
公
正
な
競
争
﹄
﹃
正
田
古
稀
祝
賀
・
独
占
禁
止
法
と
競
争
政
策
の
理
論
と
展
開
﹄
︵
三
省
堂
︶
五
〇
五
-五
二
三
頁
電
気
産
業
に
お
け
る
競
争
の
促
進
の
た
め
の
法
制
度
の
検
討
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
報
告
書
﹃
電
気
・
ガ
ス
事
業
に
お
け
る
規
制
緩
和
と
制
度
改
革
﹄
一
〇
七
-一
五
九
頁
流
通
系
列
化
の
諸
形
態
︵
正
田
彬
・
実
方
謙
二
／
編
﹃
独
占
禁
止
法
を
学
ぶ
﹄
一
九
九
九
年
﹇
第
四
版
﹈︑
一
九
九
五
年
﹇
第
三
版
﹈︑
一
九
九
四
年
﹇
第
二
版
﹈︑
一
九
七
九
年
﹇
新
版
﹈︑
一
九
七
六
年
﹇
初
版
﹈︑
有
斐
閣
選
書
︶
経
済
法
の
性
格
︑
独
占
禁
止
法
の
目
的
︑
独
占
禁
止
法
の
体
系
丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
／
編
﹃
新
現
代
経
済
法
入
門
﹄︵
法
律
文
化
社
︶
二
七
-四
七
頁
一
九
九
八
年
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
の
放
送
番
組
規
律
︱
︱
﹁
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
懇
﹂
報
告
書
の
検
討
成
田
頼
明
先
生
古
稀
記
念
﹃
政
策
実
現
と
行
政
法
﹄︵
有
斐
閣
︶
五
一
三
-五
三
六
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
競
争
政
策
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8
日
本
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
編
﹃
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
と
展
望
九
八
年
﹄︵
産
業
調
査
会
︶
一
〇
四
四
-一
〇
五
一
頁
持
株
会
社
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
金
融
会
社
の
株
式
保
有
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
意
見
立
教
法
学
五
〇
号
九
七
-一
四
〇
頁
放
送
衛
星
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
規
制
シ
ス
テ
ム
立
教
法
学
四
九
号
三
七
-五
一
頁
一
九
九
七
年
﹁
電
気
事
業
と
独
占
禁
止
法
﹂・﹁
都
市
ガ
ス
事
業
と
簡
易
ガ
ス
事
業
の
競
争
﹂
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
報
告
書
﹃
公
益
事
業
に
お
け
る
新
規
制
﹄
九
三
-一
二
四
頁
︑
一
七
五
-一
八
七
頁
放
送
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
と
競
争
秩
序
郵
政
研
究
所
／
編
﹃
有
料
放
送
市
場
の
今
後
の
展
望
﹄︵
日
本
評
論
社
︶
一
〇
-五
〇
頁
︵
舟
田
﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄
所
収
︶
ス
ペ
ー
ス
・
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
と
法
制
度
電
気
通
信
政
策
総
合
研
究
所
﹃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
化
に
関
す
る
調
査
研
究
﹄
五
六
-八
六
頁
持
株
会
社
の
一
部
解
禁
に
つ
い
てジュ
リ
ス
ト
一
一
二
三
号
二
一
-二
九
頁
﹁
Ｎ
Ｔ
Ｔ
分
割
﹂
に
関
す
る
法
的
諸
問
題
立
教
法
学
四
六
号
一
-六
四
頁
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
将
来
像
テ
レ
ビ
朝
日
Ｉ
Ｐ
賞
記
念
講
演
︵
未
公
刊
︶
一
九
九
六
年
規
制
緩
和
の
過
程
に
お
け
る
﹁
公
正
な
競
争
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八
二
号
一
六
二
-
一
六
九
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
不
公
正
な
取
引
方
法
正
田
彬
／
編
著
﹃
ア
メ
リ
カ
・
Ｅ
Ｕ
独
占
禁
止
法
と
国
際
比
較
﹄︵
三
省
堂
︶
Ⅳ
第
二
章
︑
二
五
八
-二
七
〇
頁
持
株
会
社
の
一
部
解
禁
に
関
す
る
意
見立
教
法
学
四
五
号
六
五
-八
七
頁
一
九
九
五
年
国
際
化
の
下
で
の
放
送
の
競
争
秩
序
︱
英
国
の
場
合
に
つ
い
て
松
下
満
雄
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
﹃
企
業
行
動
と
法
﹄︵
商
事
法
務
研
究
会
︶
二
二
七
-二
五
五
頁
情
報
・
通
信
分
野
に
お
け
る
規
制
緩
和
立
教
法
学
四
一
号
二
一
四
-二
二
八
頁
以
下
一
九
九
四
年
不
当
廉
売
と
関
連
事
件
事
例
独
禁
法
研
究
協
議
会
﹃
独
禁
法
の
動
向
と
展
開
﹄
一
二
一
-
一
三
二
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
公
共
企
業
に
関
す
る
法
制
度
論
序
説
︵
三
︶
︱
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
法
制
度
《舟田正之先生業績目録》
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立
教
法
学
三
九
号
一
九
六
-二
二
九
頁
わ
が
国
の
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
基
本
サ
ー
ビ
ス
と
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
立
教
法
学
三
八
号
一
二
〇
-一
四
二
頁
今
後
の
情
報
通
信
に
関
す
る
法
制
度
の
あ
り
方
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
七
号
三
七
-四
二
頁
公
益
事
業
の
規
制
緩
和
︱
電
力
を
中
心
と
し
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
四
号
一
〇
三
-一
〇
九
頁
現
代
経
済
法
の
体
系
丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
／
編
﹃
現
代
経
済
法
入
門
﹄︵
第
三
版
︑
法
律
文
化
社
︶
七
九
-九
二
頁
一
九
九
三
年
放
送
産
業
に
高
ま
る
規
制
緩
和
の
重
要
性
レ
ポ
ー
ト
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｏ
二
一
七
号
二
-七
頁
一
九
九
二
年
事
業
規
制
と
カ
ル
テ
ル
︱
大
阪
バ
ス
協
会
事
件
を
中
心
と
し
て
公
正
取
引
四
九
九
号
一
〇
-一
五
頁
公
共
企
業
に
関
す
る
法
制
度
論
序
説
︵
二
︶
︱
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
法
制
度
立
教
法
学
三
七
号
一
〇
六
-一
六
〇
頁
日
本
型
企
業
シ
ス
テ
ム
の
再
検
討
と
﹁
私
法
秩
序
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
〇
〇
号
二
九
九
-三
〇
四
頁
放
送
事
業
と
競
争
秩
序
︵
二
・
完
︶
公
正
取
引
五
〇
四
号
四
四
-五
〇
頁
放
送
事
業
と
競
争
秩
序
︵
一
︶
公
正
取
引
五
〇
三
号
四
-九
頁
一
九
九
一
年
Ｅ
Ｄ
Ｉ
︹
E
le
ctro
n
ic
D
a
ta
In
te
rch
a
n
g
e︺
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
︱
競
争
政
策
・
電
気
通
信
政
策
と
の
関
連
を
中
心
に
立
教
法
学
三
五
号
六
六
-七
七
頁
国
際
第
一
種
電
気
通
信
事
業
舟
田
正
之
・
黒
川
和
美
／
編
﹃
通
信
新
時
代
の
法
と
経
済
﹄︵
有
斐
閣
︶
八
四
-一
〇
三
頁
国
際
Ｖ
Ａ
Ｎ
の
自
由
化
と
Ｉ
Ｔ
Ｕ
体
制
広
部
和
也
・
田
中
忠
／
編
﹃
山
本
草
二
先
生
還
暦
記
念
国
際
法
と
国
内
法
﹄︵
勁
草
書
房
︶
三
二
九
-三
六
八
頁
国
際
Ｖ
Ａ
Ｎ
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
再
検
討
電
気
通
信
政
策
総
合
研
究
所
報
告
書
﹃
国
際
第
二
種
電
気
通
信
事
業
の
法
的
問
題
﹄
一
二
八
-一
三
八
頁
一
九
九
〇
年
国
際
通
信
に
お
け
る
競
争
と
制
限
電
気
通
信
政
策
総
合
研
究
所
﹃
欧
州
諸
国
に
お
け
る
電
気
通
信
事
業
の
競
争
問
題
﹄
八
六
-九
一
頁
特
殊
法
人
の
位
置
付
け
と
法
的
性
格
行
政
法
の
争
点
﹇
新
版
﹈︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
︶
一
一
〇
-一
一
一
頁
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電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
﹃
現
代
経
済
法
講
座
︵
九
︶
通
信
・
放
送
・
情
報
と
法
﹄︵
三
省
堂
︶
八
一
-一
九
六
頁
公
共
的
事
業
に
関
す
る
﹁
民
活
﹂・﹁
規
制
緩
和
﹂
﹃
雄
川
一
郎
先
生
献
呈
論
集
・
行
政
法
の
諸
問
題
︵
上
︶﹄︵
有
斐
閣
︶
五
三
七
-五
六
六
頁
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
に
関
す
る
独
占
と
競
争
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
報
告
書
﹃
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
市
場
の
独
占
と
競
争
﹄
一
-六
頁
わ
が
国
の
流
通
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
取
引
の
固
定
性
経
済
法
学
会
年
報
一
一
号
二
五
-
四
九
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
取
引
慣
行
︱
内
外
価
格
差
と
の
関
連
に
お
い
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
六
五
号
四
一
-
四
五
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
一
九
八
九
年
M
o
n
o
p
o
ly
a
n
d
C
o
m
p
e
titio
n
in
E
n
e
rg
y
S
u
p
p
ly
︵
Ja
p
a
n
︶
Jo
u
rn
a
l
o
f
E
n
e
rg
y
&
N
a
tu
ra
l
R
e
so
u
rce
s
L
a
w
,D
e
ce
m
b
e
r
1
9
8
9
S
u
p
p
le
m
e
n
t︵
一
二
〇
-一
三
四
頁
︶
最
近
の
欧
州
諸
国
に
お
け
る
国
際
通
信
の
動
向
国
際
通
信
に
関
す
る
諸
問
題
一
九
八
九
年
一
〇
月
秋
季
号
︵
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
︶
一
-一
一
頁
通
信
の
自
由
化
と
通
信
主
権
Ｉ
Ｔ
Ｕ
研
究
︵
号
数
な
ど
不
明
︶
規
制
緩
和
の
周
辺
問
題
雑
感
公
正
取
引
四
七
〇
号
二
〇
-二
一
頁
財
産
権
と
私
人
間
の
関
係
公
法
研
究
五
一
号
一
三
二
-一
四
六
頁
通
信
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
競
合
領
域
に
お
け
る
競
争
秩
序
法
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
七
号
一
三
-二
六
頁
一
九
八
八
年
公
社
の
設
立
と
廃
止
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
〇
〇
号
二
七
八
-二
七
九
頁
規
制
緩
和
と
法
制
度
公
正
取
引
四
五
一
号
三
頁
情
報
の
取
引
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
を
め
ぐ
っ
て
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
展
開
と
課
題
﹄
八
九
-一
〇
〇
頁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
東
京
工
業
大
学
情
報
社
会
研
究
会
／
編
﹃
高
度
情
報
社
会
﹄︵
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
︶
二
二
一
-二
三
二
頁
流
通
の
情
報
化
と
独
占
禁
止
法
︵
上
・
下
︶
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
〇
一
号
六
-一
一
頁
︑
四
〇
三
号
二
三
-二
九
頁
﹃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
﹄
な
い
し
﹃
放
送
と
通
信
の
融
合
化
﹄
︱
法
制
度
の
再
検
討
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電
気
通
信
政
策
総
合
研
究
所
報
告
書
﹃
電
気
通
信
法
制
の
諸
問
題
︱
﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
﹂
な
い
し
﹁
放
送
と
通
信
の
融
合
化
﹂
を
中
心
に
し
て
﹄
五
六
-八
六
頁
特
殊
法
人
の
組
織
法
的
諸
問
題
公
法
研
究
五
〇
号
二
二
五
-
二
三
八
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
法
的
視
点
か
ら
見
た
中
小
企
業
の
今
後
の
発
展
方
向
中
小
企
業
事
業
団
・
中
小
企
業
研
究
所
﹃
中
小
企
業
研
究
論
文
集
﹄
六
九
-七
九
頁
一
九
八
七
年
金
澤
良
雄
先
生
を
偲
ん
で
︱
経
済
法
の
業
績
を
中
心
に
公
正
取
引
四
三
七
号
四
-八
頁
電
気
通
信
事
業
と
﹃
経
営
の
多
角
化
﹄
情
報
通
信
学
会
誌
五
巻
一
号
一
八
-二
四
頁
電
気
通
信
事
業
法
見
直
し
上
の
問
題
点
を
探
る
︱
自
由
化
二
年
の
実
績
を
顧
み
て
﹃
国
際
電
気
通
信
連
合
と
日
本
﹄
日
本
Ｉ
Ｔ
Ｕ
協
会
一
七
巻
九
号
一
-一
四
頁
公
共
企
業
に
関
す
る
法
制
度
論
序
説
︵
一
︶
立
教
法
学
二
九
号
八
五
-一
二
二
頁
取
引
に
お
け
る
力
の
濫
用
︵
二
︶
︱
西
独
に
お
け
る
﹁
購
買
力
濫
用
﹂
問
題
を
素
材
と
し
て
立
教
法
学
二
八
号
一
-
四
九
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
技
術
・
情
報
に
よ
る
企
業
結
合
と
法
／
舟
田
正
之
・
本
間
重
紀
法
社
会
学
三
九
号
一
四
九
-一
五
二
頁
一
九
八
六
年
取
引
に
お
け
る
力
の
濫
用
︵
一
︶
︱
西
独
に
お
け
る
﹁
購
買
力
濫
用
﹂
問
題
を
素
材
と
し
て
立
教
法
学
二
七
号
一
-
二
七
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
公
共
性
と
競
争
秩
序
︱
国
際
通
信
を
素
材
と
し
て
経
済
法
学
会
年
報
七
号
三
八
-
六
〇
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
公
企
業
の
解
体
・
再
編
と
法
︱
国
鉄
改
革
案
を
め
ぐ
っ
て
法
律
時
報
五
八
巻
五
号
三
七
-四
三
頁
第
一
種
電
気
通
信
事
業
と
競
争
秩
序
公
正
取
引
四
二
六
号
四
-九
頁
﹁
公
正
な
競
争
﹂
の
規
範
的
意
義
︵
上
︶︵
下
︶
公
正
取
引
四
二
三
号
一
五
-
二
一
頁
︑
四
二
四
号
三
九
-
四
五
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
一
九
八
五
年
独
禁
法
と
市
場
支
配
力
電
気
通
信
総
合
研
究
所
﹃
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
市
場
の
画
定
と
市
場
支
配
力
の
と
ら
え
方
に
関
す
る
調
査
研
究
﹄
七
五
頁
以
下
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差
別
対
価
・
差
別
的
取
扱
い
経
済
法
学
会
／
編
﹃
独
占
禁
止
法
講
座
Ｖ
﹄︵
商
事
法
務
研
究
会
︶
一
〇
三
-一
三
七
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
消
費
者
取
引
に
お
け
る
価
格
の
適
正
化
遠
藤
浩
・
林
良
平
・
水
本
浩
／
監
修
﹃
現
代
契
約
法
大
系
第
四
巻
﹄︵
有
斐
閣
︶
一
三
三
-一
五
七
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
情
報
化
に
よ
る
企
業
結
合
と
競
争
秩
序
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
五
一
号
一
〇
二
-一
六
四
頁
衛
星
放
送
の
事
業
主
体
立
教
法
学
二
五
号
一
一
二
-一
六
四
頁
新
電
電
に
お
け
る
公
共
性
の
確
保
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
二
号
四
二
-
四
八
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
電
気
通
信
事
業
と
独
占
禁
止
法
公
正
取
引
四
一
五
号
一
五
-
二
一
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
一
九
八
四
年
衛
星
放
送
の
事
業
主
体
郵
政
省
・
衛
星
放
送
制
度
研
究
会
﹃
衛
星
放
送
の
制
度
的
諸
問
題
﹄
一
三
-四
六
頁
特
殊
法
人
と
行
政
主
体
論
立
教
法
学
二
二
号
一
-
四
三
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
一
九
八
三
年
経
済
法
の
生
成
と
展
開
森
実
・
依
田
精
一
／
編
﹃
日
本
の
現
代
法
﹄︵
法
律
文
化
社
︶
一
六
六
-一
九
五
頁
業
務
提
携
と
競
争
秩
序
／
舟
田
正
之
・
稗
貫
俊
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
八
九
号
七
五
-八
〇
頁
日
本
道
路
公
団
と
そ
の
事
業
の
法
的
性
格
高
速
道
路
と
自
動
車
二
六
巻
三
号
二
四
-三
一
頁
東
洋
精
米
機
製
作
所
事
件
に
お
け
る
審
決
取
消
し
判
決
商
事
法
務
一
〇
〇
六
号
三
四
-三
五
頁
石
油
カ
ル
テ
ル
刑
事
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
商
事
法
務
一
〇
〇
四
号
二
-七
頁
一
九
八
二
年
公
共
工
事
に
関
す
る
独
禁
法
の
適
用
除
外
の
可
否
全
建
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
一
巻
一
〇
号
八
-一
五
頁
談
合
入
札
法
学
教
室
一
九
号
九
〇
-九
四
頁
臨
調
基
本
答
申
に
お
け
る
電
電
公
社
改
革
論
に
つ
い
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
七
号
三
一
-
三
七
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
公
的
独
占
と
競
争
︱
デ
ー
タ
通
信
の
自
由
化
を
中
心
と
し
て
《舟田正之先生業績目録》
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﹃
電
電
公
社
経
営
形
態
問
題
等
調
査
研
究
会
論
文
集
﹄︵
未
公
刊
︶
一
九
八
一
年
諸
外
国
に
お
け
る
流
通
対
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
公
取
委
・
独
占
禁
止
法
研
究
会
資
料
一
-八
〇
頁
︵
未
公
刊
︶
特
殊
法
人
の
位
置
付
け
と
法
的
性
格
行
政
法
の
争
点
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
︶
一
二
六
-一
二
七
頁
企
業
誘
致
の
法
律
問
題
行
政
法
の
争
点
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
︶
三
二
六
-三
二
七
頁
公
共
企
業
法
に
お
け
る
規
制
原
理
︱
運
輸
事
業
法
令
を
中
心
と
し
て
経
済
法
学
会
年
報
二
号
五
一
-七
四
頁
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
需
要
力
と
そ
の
規
制
公
取
委
・
独
占
禁
止
法
研
究
会
資
料
︵
海
外
調
査
報
告
書
未
公
刊
︶
一
九
八
〇
年
特
殊
法
人
の
位
置
付
け
と
法
的
性
格
行
政
法
の
争
点
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
︶
一
二
六
-一
二
七
頁
企
業
誘
致
の
法
律
問
題
行
政
法
の
争
点
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
︶
三
二
六
-三
二
七
頁
第
一
編
西
ド
イ
ツ
井
上
弘
／
編
﹃
欧
米
の
交
通
公
企
業
﹄︵
運
輸
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
︶
一
-二
四
頁
︑
三
六
-四
七
頁
イ
ギ
リ
ス
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
規
制
塩
野
宏
／
編
著
﹃
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
法
規
制
﹄︵
第
一
法
規
出
版
︶
一
〇
-三
三
頁
協
同
組
合
と
独
占
禁
止
法
﹃
独
占
禁
止
法
講
座
Ⅲ
カ
ル
テ
ル
︵
上
︶﹄︵
商
事
法
務
研
究
会
︶
一
九
三
-二
三
四
頁
流
通
系
列
化
と
独
禁
法
上
の
規
制
︵
一
-五
︶
公
正
取
引
三
五
五
号
一
三
-一
九
頁
︑
三
五
六
号
一
三
-一
八
頁
︑
三
五
七
号
一
九
-二
五
頁
︑
三
五
九
号
五
二
-五
八
頁
︑
三
六
一
号
四
六
-五
二
頁
︵
舟
田
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
所
収
︶
一
九
七
九
年
﹁
公
共
企
業
法
﹂
に
関
す
る
一
試
論
︱
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
を
具
体
例
と
し
て
﹃
国
際
電
気
通
信
関
係
法
制
の
研
究
﹄︵
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
︶
八
三
-一
二
九
頁
︵
舟
田
﹃
情
報
通
信
と
法
制
度
﹄
所
収
︶
イ
ギ
リ
ス
の
原
子
力
法
電
力
中
央
研
究
所
・
経
済
研
究
所
・
資
料
調
査
室
資
料
五
〇
号
︵
未
公
刊
︶
一
九
七
八
年
西
ド
イ
ツ
公
共
近
距
離
旅
客
運
送
に
お
け
る
個
別
処
分
の
行
政
手
続
︵
成
田
頼
明
・
舟
田
正
之
︶
成
田
頼
明
／
編
著
﹃
行
政
手
続
の
比
較
研
究
﹄︵
第
一
法
規
出
版
︶
一
-四
七
頁
﹁
独
占
的
状
態
﹂
に
対
す
る
規
制
の
意
義
立教法学 第 85 号（2012)
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経
済
法
二
一
号
八
-一
五
頁
一
九
七
七
年
公
害
規
制
法
と
し
て
の
下
水
道
法
公
害
研
究
七
巻
一
号
一
八
-二
五
頁
﹁
経
済
制
度
﹂
論
と
経
済
法
理
論
経
済
法
二
〇
号
一
七
-二
一
頁
ド
イ
ツ
﹁
経
済
制
度
﹂
理
論
史
︵
六
・
七
︶
國
家
學
會
雑
誌
九
〇
巻
五
・
六
号
二
七
〇
-
三
二
三
頁
︑
九
〇
巻
九
・
一
〇
号
五
八
九
-六
六
一
頁
一
九
七
六
年
ド
イ
ツ
﹁
経
済
制
度
﹂
理
論
史
︵
二
-五
︶
國
家
學
會
雑
誌
八
八
巻
九
・
一
〇
号
五
三
八
-
五
八
六
頁
︑
八
九
巻
一
・
二
号
五
六
-九
七
頁
︑
八
九
巻
五
・
六
号
二
三
三
-二
七
六
頁
︑
八
九
巻
一
一
・
一
二
号
六
七
七
-七
二
五
頁
一
九
七
五
年
職
業
の
自
由
と
〝
営
業
の
自
由
〟
︱
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
五
八
年
六
月
一
一
日
判
決
を
素
材
と
し
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九
二
号
三
〇
-三
五
頁
ド
イ
ツ
﹁
経
済
制
度
﹂
理
論
史
︵
一
︶
國
家
學
會
雑
誌
八
八
巻
七
・
八
号
四
三
五
-四
七
三
頁
四
判
例
評
釈
・
判
例
解
説
な
ど
二
〇
一
〇
年
公
共
の
利
益
︵
石
油
価
格
協
定
刑
事
事
件
︶
経
済
法
判
例
・
審
決
百
選
一
六
-一
七
頁
二
〇
〇
九
年
不
当
廉
売
に
お
け
る
原
価
の
算
定
方
法
と
構
成
要
素
︱
ヤ
マ
ト
運
輸
対
日
本
郵
政
公
社
︵
不
当
廉
売
等
差
止
請
求
︶
事
件
控
訴
審
判
決
︵
東
京
高
判
平
成
一
九
・
一
一
・
二
八
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
四
号
九
一
-九
五
頁
二
〇
〇
七
年
公
正
取
引
委
員
会
が
事
件
記
録
閲
覧
謄
写
の
範
囲
を
一
部
制
限
す
る
こ
と
の
可
否
︱
函
館
新
聞
社
事
件
記
録
閲
覧
謄
写
請
求
事
件
︵
東
京
高
判
平
成
一
八
・
九
・
二
七
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
四
一
号
一
七
一
-一
七
四
頁
二
〇
〇
六
年
独
禁
法
違
反
の
法
律
行
為
︵
最
高
二
小
判
昭
和
五
二
・
六
・
二
〇
︶
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
五
版
﹈
四
二
-四
三
頁
委
任
の
範
囲
︵
一
︶
︱
農
地
法
施
行
令
︵
最
高
大
判
昭
和
四
六
・
一
・
二
〇
︶
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
五
版
﹈
九
四
-九
五
頁
二
〇
〇
五
年
経
済
法
判
例
・
判
決
例
の
動
き
《舟田正之先生業績目録》
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平
成
一
六
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九
一
号
︶
二
四
一
-二
四
四
頁
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
加
入
者
回
線
網
の
接
続
料
認
可
に
対
す
る
取
消
訴
訟
︵
東
京
地
判
平
成
一
七
・
四
・
二
二
︶
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
二
一
四
-二
一
五
頁
入
札
談
合
に
お
け
る
基
本
合
意
・
個
別
調
整
と
﹁
相
互
拘
束
﹂・﹁
共
同
遂
行
﹂
の
関
係
︱
防
衛
庁
石
油
製
品
談
合
刑
事
事
件
︵
東
京
高
判
平
成
一
六
・
三
・
二
四
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
八
号
一
四
二
-一
四
六
頁
二
〇
〇
四
年
経
済
法
判
例
・
審
決
例
の
動
き
平
成
一
五
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
九
号
︶
二
三
六
-二
三
九
頁
二
〇
〇
三
年
経
済
法
判
例
・
審
決
例
の
動
き
平
成
一
四
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
六
号
︶
二
二
二
-二
二
七
頁
公
営
ガ
ス
事
業
の
特
別
供
給
規
定
︵
最
高
三
小
判
昭
和
六
〇
・
七
・
一
六
︶
地
方
自
治
判
例
百
選
﹇
第
三
版
﹈
一
〇
六
-一
〇
七
頁
二
〇
〇
二
年
公
正
競
争
阻
害
性
︱
安
全
性
と
公
正
競
争
阻
害
性
︵
大
阪
高
判
平
成
五
・
七
・
三
〇
︶
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
﹇
第
六
版
﹈
一
二
二
-一
二
三
頁
公
取
委
審
判
事
件
記
録
閲
覧
謄
写
許
可
処
分
取
消
請
求
事
件
︵
東
京
高
判
平
成
一
四
・
六
・
五
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
六
号
一
〇
七
-一
一
〇
頁
二
〇
〇
一
年
個
人
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー
と
独
占
禁
止
法
︵
東
京
高
判
平
成
一
〇
・
二
・
二
八
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
〇
号
二
〇
二
-二
〇
五
頁
一
九
九
九
年
独
禁
法
違
反
の
法
律
行
為
︵
最
高
二
小
判
昭
和
五
二
・
六
・
二
〇
︶
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
四
版
﹈
二
〇
-二
一
頁
委
任
の
範
囲
︵
一
︶
︱
農
地
法
施
行
令
旧
一
六
条
︵
最
高
大
判
昭
和
四
六
・
一
・
二
〇
︶行政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
四
版
﹈
一
一
二
-一
一
三
頁
豊
田
商
法
と
公
取
委
の
不
作
為
責
任
︱
豊
田
商
法
国
家
賠
償
大
阪
訴
訟
︵
大
阪
高
判
平
成
一
〇
・
一
・
二
九
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
九
号
一
一
一
-一
一
五
頁
一
九
九
八
年
銀
行
法
二
二
条
に
よ
る
業
務
停
止
命
令
の
効
力
︵
最
高
二
小
判
昭
和
四
五
・
三
・
二
七
︶
東
京
大
学
商
法
研
究
会
﹃
商
事
判
例
研
究
二
一
﹄︵
昭
和
四
五
年
度
︑
有
斐
閣
︶
二
五
〇
-二
五
五
頁
一
九
九
七
年
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不
当
廉
売
と
な
る
原
価
の
基
準
︵
東
京
高
決
昭
和
五
〇
・
四
・
三
〇
︶
独
禁
法
判
例
・
審
決
百
選
﹇
第
五
版
﹈
一
五
〇
-一
五
一
頁
エ
ム
ケ
イ
タ
ク
シ
ー
運
賃
値
下
げ
認
可
執
行
停
止
申
立
事
件
︵
大
阪
地
決
平
成
五
・
一
二
・
二
〇
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
六
号
一
二
八
-一
三
〇
頁
一
九
九
六
年
大
阪
バ
ス
協
会
運
賃
等
カ
ル
テ
ル
事
件
︵
公
取
委
審
判
審
決
平
成
七
・
七
・
一
〇
︶
平
成
七
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
九
一
号
︶
二
〇
七
-二
〇
九
頁
都
市
ガ
ス
供
給
区
域
内
の
簡
易
ガ
ス
事
業
は
﹁
過
剰
設
備
﹂
に
当
た
る
か
︵
東
京
高
判
平
成
三
・
一
二
・
二
四
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
九
九
号
一
一
二
-一
一
四
頁
一
九
九
四
年
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
部
品
と
そ
の
取
替
調
整
工
事
の
﹃
抱
き
合
わ
せ
﹄
の
不
当
性
︵
大
阪
高
判
平
成
五
・
七
・
三
〇
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
六
号
一
四
九
-一
五
二
頁
一
九
九
三
年
委
任
の
範
囲
︵
一
︶
︱
農
地
法
施
行
令
旧
一
六
条
︵
最
高
大
判
昭
和
四
六
・
一
・
二
〇
︶行政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
三
版
﹈
一
〇
〇
-一
〇
一
頁
公
営
ガ
ス
事
業
の
特
別
供
給
規
定
︵
最
高
三
小
判
昭
和
六
〇
・
七
・
一
六
︶
地
方
自
治
判
例
百
選
﹇
第
二
版
﹈
一
八
四
-一
八
五
頁
独
禁
法
違
反
の
法
律
行
為
︵
最
高
二
小
判
昭
和
五
二
・
六
・
二
〇
︶
行
政
判
例
百
選
Ｉ
﹇
第
三
版
﹈
二
〇
-二
一
頁
一
九
九
一
年
カ
ル
テ
ル
と
損
害
賠
償
請
求
︵
二
︶
鶴
岡
生
協
事
件
︵
最
高
二
小
判
平
成
元
・
一
二
・
八
︶
独
禁
法
判
例
・
審
決
百
選
﹇
第
四
版
﹈
二
四
八
-二
四
九
頁
一
九
八
九
年
買
収
農
地
の
売
払
い
と
農
地
法
施
行
令
旧
一
六
条
街
づ
く
り
・
国
づ
く
り
判
例
百
選
一
七
〇
-一
七
一
頁
都
市
計
画
制
限
と
補
償
の
可
否
街
づ
く
り
・
国
づ
く
り
判
例
百
選
一
五
〇
-一
五
一
頁
一
九
八
七
年
独
禁
法
違
反
の
法
律
行
為
︵
最
高
二
小
判
昭
和
五
二
・
六
・
二
〇
︶
行
政
判
例
百
選
Ｉ
﹇
第
二
版
﹈
四
二
-四
三
頁
農
地
法
施
行
令
旧
一
六
条
の
法
適
合
性
行
政
判
例
百
選
Ｉ
﹇
第
二
版
﹈
一
〇
六
-一
〇
七
頁
消
費
者
に
よ
る
石
油
価
格
カ
ル
テ
ル
の
損
害
賠
償
請
求
︵
仙
台
高
判
昭
和
六
〇
・
三
・
二
六
︶
昭
和
六
〇
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
二
号
︶
二
二
一
-二
二
三
頁
一
九
八
六
年
需
給
適
合
要
件
を
充
足
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
廃
油
処
理
事
業
許
《舟田正之先生業績目録》
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可
申
請
の
却
下
処
分
の
適
否
︵
静
岡
地
判
昭
和
五
九
・
四
・
二
七
︶
自
治
研
究
六
二
巻
二
号
一
一
五
-一
二
四
頁
一
九
八
五
年
都
立
屠
畜
場
の
不
当
廉
売
︵
東
京
地
判
昭
和
五
九
・
九
・
一
七
︶
昭
和
五
九
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
八
号
︶
二
四
八
-二
五
〇
頁
一
九
八
四
年
競
争
の
実
質
的
制
限
︵
東
宝
株
式
会
社
事
件
︶︵
東
京
高
判
昭
和
二
八
・
一
二
・
九
︶
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
﹇
第
三
版
﹈
一
八
-一
九
頁
一
九
八
三
年
勧
告
審
決
は
独
禁
法
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
き
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
断
を
拘
束
す
る
か
︵
消
極
︶
自
治
研
究
五
九
巻
四
号
一
一
三
-一
二
一
頁
一
九
八
二
年
電
気
供
給
規
程
の
拘
束
力
と
内
容
上
の
瑕
疵
の
有
無
︵
札
幌
簡
判
昭
和
五
三
・
一
・
一
九
︑
札
幌
地
判
昭
和
五
四
・
一
一
・
二
七
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
七
号
一
〇
五
-一
〇
六
頁
一
九
八
一
年
鶴
岡
灯
油
訴
訟
︵
損
害
賠
償
請
求
事
件
︶
公
正
取
引
三
七
三
号
五
〇
-五
六
頁
新
産
都
市
建
設
促
進
法
に
基
づ
く
新
産
都
市
建
設
基
本
計
画
は
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
か
︵
消
極
︶
自
治
研
究
五
七
巻
八
号
一
二
五
-一
三
四
頁
一
九
七
九
年
取
締
法
規
違
反
の
法
律
行
為行
政
判
例
百
選
Ｉ
﹇
初
版
﹈
四
〇
-四
一
頁
私
法
上
の
法
律
行
為
の
要
件
と
し
て
の
公
法
行
為
の
欠
缺
︵
最
高
二
小
判
昭
和
五
二
・
六
・
二
〇
︶
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
初
版
﹈
四
九
-五
〇
頁
競
争
事
業
者
た
る
相
手
方
の
同
意
な
く
し
て
非
限
定
の
乗
合
自
動
車
事
業
を
経
営
し
な
い
旨
の
合
意
の
効
力
の
有
無
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
九
号
一
四
九
-一
五
一
頁
一
九
七
八
年
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
育
所
設
置
費
用
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
の
具
体
的
請
求
権
の
有
無
自
治
研
究
五
四
巻
七
号
一
三
四
-一
四
一
頁
表
見
代
理
の
成
否
信
用
金
庫
が
代
理
権
の
有
無
を
本
人
に
確
認
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
に
民
法
百
十
条
の
表
見
代
理
の
成
立
を
否
定
し
た
事
例
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
六
号
一
三
九
-一
四
二
頁
宮
川
対
岐
阜
商
工
信
用
組
合
事
件
公
正
取
引
三
三
一
号
四
〇
-四
四
頁
一
九
七
七
年
白
元
︵
株
︶
一
店
一
帳
合
制
事
件
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経
済
法
二
〇
号
一
七
-二
一
頁
一
般
指
定
の
法
的
効
力
独
禁
法
・
審
決
判
例
百
選
﹇
第
二
版
﹈
一
三
七
-一
三
八
頁
金
融
機
関
に
よ
る
融
資
の
拒
絶
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
﹇
第
二
版
﹈
一
三
九
-一
四
〇
頁
薬
事
法
距
離
制
限
違
憲
判
決
経
済
法
一
九
号
二
一
-二
二
頁
事
情
変
更
に
よ
る
行
政
処
分
執
行
停
止
決
定
の
取
消
し
の
可
否
自
治
研
究
五
二
巻
九
号
一
三
八
-一
四
二
頁
一
九
七
五
年
協
同
組
合
脱
退
命
令
事
件
︵
ア
サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ほ
か
︶
経
済
法
一
八
号
四
二
-四
三
頁
一
九
七
四
年
国
立
大
学
大
学
院
在
学
期
間
延
長
申
請
不
許
可
処
分
の
執
行
停
止
の
可
否
自
治
研
究
五
〇
巻
三
号
一
四
七
-一
五
六
頁
合
併
当
事
会
社
の
関
連
企
業
の
労
働
組
合
に
よ
る
審
決
取
消
訴
訟
︵
最
高
一
小
判
昭
和
四
八
・
三
・
一
︶
昭
和
四
八
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
六
五
号
︶
一
九
三
-一
九
五
頁
酢
酸
エ
チ
ル
価
格
協
定
・
数
量
調
整
協
定
事
件
経
済
法
一
七
号
二
九
-三
〇
頁
化
合
繊
国
際
カ
ル
テ
ル
事
件
公
正
取
引
二
八
五
号
三
七
-四
〇
頁
一
九
七
三
年
三
重
運
賃
制
事
件
経
済
法
一
六
号
二
一
-二
二
頁
銀
行
法
二
二
条
に
よ
る
業
務
停
止
命
令
の
効
力
︵
最
高
二
小
判
昭
和
四
五
・
三
・
二
七
︶
東
京
大
学
商
法
研
究
会
﹃
商
事
判
例
研
究
二
一
﹄︵
昭
和
四
五
年
度
︑
有
斐
閣
︶
二
五
〇
-二
五
五
頁
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
四
七
号
一
一
六
-一
一
八
頁
海
運
業
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
︱
三
重
運
賃
事
件
︵
公
取
委
昭
和
四
七
・
八
・
一
八
審
決
お
よ
び
決
定
︶
昭
和
四
七
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
三
五
号
︶
一
九
〇
-一
九
三
頁
一
九
七
二
年
金
銭
消
費
貸
借
契
約
無
効
確
認
請
求
事
件経
済
法
一
五
号
三
四
-三
五
頁
一
九
七
一
年
公
務
員
の
懲
戒
免
職
処
分
取
消
控
訴
に
お
い
て
原
告
た
る
当
該
公
務
員
が
死
亡
し
た
場
合
に
そ
の
相
続
人
は
訴
訟
承
継
適
格
を
有
す
る
か
自
治
研
究
四
七
巻
一
号
一
七
八
-一
八
五
頁
旭
硝
子
︵
株
︶
他
二
社
事
件
経
済
法
一
四
号
三
八
-三
九
頁
信
用
組
合
の
表
見
参
事
が
権
限
な
く
し
て
約
束
手
形
を
振
り
出
し
た
場
《舟田正之先生業績目録》
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合
の
信
用
組
合
の
手
形
責
任
東
京
大
学
商
法
研
究
会
﹃
商
事
判
例
研
究
一
八
﹄︵
昭
和
四
三
年
度
︑
有
斐
閣
︶
三
一
-三
七
頁
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
〇
号
一
三
四
-一
三
六
頁
小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
小
売
市
場
店
舗
の
賃
料
変
更
に
関
す
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
の
性
質
お
よ
び
効
力
東
京
大
学
商
法
研
究
会
﹃
商
事
判
例
研
究
一
九
﹄︵
昭
和
四
三
年
度
︑
有
斐
閣
︶
二
七
七
-二
八
二
頁
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
〇
号
一
四
六
-一
四
八
頁
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
共
同
漁
業
権
放
棄
の
代
償
と
し
て
交
付
さ
れ
た
漁
業
補
償
金
の
処
分
と
組
合
総
会
の
議
決
の
要
否
東
京
大
学
商
法
研
究
会
﹃
商
事
判
例
研
究
一
九
﹄︵
昭
和
四
三
年
度
︑
有
斐
閣
︶
二
八
二
-二
八
六
頁
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
一
号
一
二
九
-一
三
一
頁
価
格
引
上
げ
数
量
制
限
の
実
施
︱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
ほ
か
六
社
に
対
す
る
件
︵
公
取
委
勧
告
審
決
昭
和
四
五
年
三
月
三
〇
日
︶
昭
和
四
五
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
二
号
︶
二
〇
〇
-二
〇
二
頁
宅
地
建
物
取
引
の
媒
介
に
お
い
て
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
報
酬
の
額
を
こ
え
る
額
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
報
酬
契
約
の
効
力
法
学
協
会
雑
誌
八
八
巻
二
号
二
六
八
-二
七
七
頁
一
九
七
〇
年
取
締
法
規
違
反
の
法
律
行
為
行
政
判
例
百
選
﹇
新
版
﹈
三
一
-三
二
頁
愛
知
県
牛
乳
商
業
組
合
事
件
経
済
法
一
三
号
三
三
-三
五
頁
相
手
方
の
販
売
先
を
制
限
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
取
引
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
一
〇
四
-一
〇
五
頁
農
業
協
同
組
合
法
四
十
二
条
の
二
の
趣
旨
︱
役
職
員
に
競
業
避
止
義
務
を
課
し
た
規
定
か
そ
れ
と
も
就
任
資
格
を
制
限
し
た
規
定
か
法
学
協
会
雑
誌
八
七
巻
七
・
八
号
七
六
-八
七
頁
ハ
マ
ナ
カ
関
東
代
理
店
会
事
件
公
正
取
引
二
三
六
号
三
六
-三
九
頁
株
式
会
社
か
ら
そ
の
専
務
取
締
役
に
対
す
る
借
地
権
の
無
償
譲
渡
が
あ
っ
た
と
し
て
な
さ
れ
た
同
会
社
に
対
す
る
法
人
税
の
更
正
決
定
等
が
取
り
消
さ
れ
た
事
例
税
理
一
三
巻
一
一
号
一
二
九
-一
三
五
頁
五
座
談
会
・
共
同
討
議
二
〇
〇
一
年
︿
座
談
会
﹀
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
公
正
取
引
六
〇
八
号
二
-一
九
頁
二
〇
〇
〇
年
︿
座
談
会
﹀
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
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公
正
取
引
五
九
六
号
四
-二
〇
頁
︿
座
談
会
﹀
特
殊
法
人
等
の
情
報
公
開
制
度
を
め
ぐ
っ
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
八
七
号
二
-二
六
頁
一
九
九
九
年
︿
座
談
会
﹀
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
公
正
取
引
五
八
四
号
四
-二
二
頁
一
九
九
六
年
︿
座
談
会
﹀
出
版
物
の
法
定
再
販
制
度
に
つ
い
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八
六
号
八
-三
〇
頁
一
九
九
四
年
︿
座
談
会
﹀
規
制
緩
和
と
法
の
視
点ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
四
号
六
-二
七
頁
︿
座
談
会
﹀
Ｂ
Ｓ
-
*
の
展
望
は
拓
け
る
か
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
九
三
年
一
・
二
月
号
三
二
-四
五
頁
一
九
九
三
年
︿
座
談
会
﹀
独
占
禁
止
法
と
刑
事
罰
︱
事
業
者
処
罰
の
強
化
を
契
機
と
し
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
二
〇
号
一
〇
-二
二
頁
︿
座
談
会
﹀
独
占
禁
止
法
の
刑
事
罰
強
化
を
め
ぐ
る
問
題
公
正
取
引
五
〇
八
号
三
八
-五
五
頁
︿
共
同
研
究
﹀
現
代
契
約
法
の
新
た
な
展
開
と
一
般
条
項
︵
一
～
五
︶
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
一
四
号
六
-一
一
頁
︑
五
一
五
号
一
三
-二
一
頁
︑
五
一
六
号
二
二
-三
二
頁
︑
五
一
七
号
三
二
-四
〇
頁
︑
五
一
八
号
二
六
-三
二
頁
一
九
九
二
年
︿
共
同
研
究
﹀
日
本
の
取
引
と
契
約
法
︵
上
・
下
︶
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
〇
〇
号
一
六
-二
五
頁
︑
五
〇
一
号
一
〇
六
-一
六
〇
頁
︿
座
談
会
﹀
下
請
取
引
の
法
構
造
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
九
号
一
四
-三
〇
頁
一
九
八
九
年
︿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀
通
信
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
競
合
領
域
に
お
け
る
競
争
秩
序
法
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
七
号
一
三
-二
六
頁
一
九
八
七
年
︿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀
情
報
・
通
信
と
競
争
政
策
︱
昭
和
六
一
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
︿
回
顧
と
展
望
﹀
経
済
法
学
会
年
報
八
号
一
〇
〇
-一
二
七
頁
一
九
八
六
年
︿
討
論
﹀
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
焦
点
法
律
時
報
五
八
巻
一
二
号
六
-二
四
頁
︿
座
談
会
﹀
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
問
題
点
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
〇
号
八
-二
五
頁
一
九
八
五
年
︿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀
国
際
的
技
術
移
転
と
法
︱
昭
和
五
九
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
︿
回
顧
と
展
望
﹀
経
済
法
学
会
年
報
六
号
八
一
-九
三
頁
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一
九
八
三
年
︿
座
談
会
﹀
公
共
経
済
と
行
政
シ
ス
テ
ム
︵
上
・
下
︶︵
玉
野
井
芳
郎
・
島
野
卓
爾
・
成
田
頼
明
・
舟
田
正
之
︶
経
済
セ
ミ
ナ
ー
二
一
九
号
二
-一
九
頁
︑
二
二
〇
号
三
六
-五
〇
頁
一
九
七
九
年
︿
東
京
経
済
法
研
究
会
・
共
同
研
究
会
﹀
共
同
子
会
社
の
法
構
造
︵
一
～
一
二
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
七
-七
〇
八
号
一
九
七
七
年
︿
東
京
経
済
法
研
究
会
・
討
論
﹀
企
業
合
併
の
法
構
造
︵
一
～
六
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
四
〇
-六
四
七
号
一
九
七
五
年
︿
座
談
会
﹀
こ
れ
か
ら
の
経
済
法
学
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
五
号
二
四
四
-二
六
七
頁
一
九
七
四
年
︿
対
談
﹀
統
制
経
済
と
法
の
果
た
す
役
割
︱
作
ら
れ
た
〝
危
機
〟
と
消
費
者
の
権
利
︵
正
田
彬
・
舟
田
正
之
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
二
二
号
二
八
-三
五
頁
六
書
評
・
エ
ッ
セ
イ
︵
小
論
︶
な
ど
日
本
的
取
引
慣
行
は
ど
う
変
わ
る
か
？
︱
﹃
不
公
正
な
取
引
方
法
﹄
を
刊
行
し
て
書
斎
の
窓
五
九
三
号
一
七
-二
一
頁
︵
二
〇
一
〇
年
︶
あ
と
が
き
正
田
彬
﹃
消
費
者
の
権
利
﹄︵
岩
波
新
書
︑
新
版
︑
二
〇
一
〇
年
︶
二
〇
一
-二
〇
六
頁
︶
消
費
者
に
と
っ
て
公
取
委
の
審
判
制
度
は
な
ぜ
大
事
か
？
︵
上
・
下
︶
婦
人
時
報
二
〇
一
〇
年
二
月
号
・
三
月
号
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
In
fo
C
o
m
R
e
v
ie
w
三
三
号
二
-三
頁
︵
二
〇
〇
四
年
︶
独
禁
法
改
正
-
-
-
-
-審
判
手
続
を
中
心
に
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
月
報
一
七
四
号
一
-
四
頁
︵
二
〇
〇
五
年
︶
Ａ
Ｔ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
二
／
パ
ネ
リ
ス
ト
・
コ
メ
ン
ト
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
四
一
号
︵
二
〇
〇
二
年
︶
本
研
究
所
理
事
就
任
に
当
た
っ
て
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
月
報
一
三
九
号
二
頁
︵
一
九
九
九
年
︶
放
送
産
業
に
高
ま
る
規
制
緩
和
の
重
要
性
レ
ポ
ー
ト
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｏ
二
一
七
号
二
-七
頁
︵
一
九
九
三
年
︶
電
話
・
自
転
車
・
談
合
入
札
立
教
一
四
五
号
七
二
頁
以
下
︵
一
九
九
三
年
︶
情
報
公
開
は
組
織
の
内
と
外
を
つ
な
ぐ
立
教
経
済
人
ク
ラ
ブ
会
報
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
五
日
号
﹃
企
業
社
会
﹄
と
企
業
論
理
︱
雑
感
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日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
月
報
九
五
号
一
-
四
頁
︵
一
九
九
一
年
︶
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
お
け
る
独
占
と
競
争
︱
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
議
論
に
つ
い
て
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
月
報
七
六
号
一
-
五
頁
︵
一
九
八
九
年
︶
一
般
電
気
事
業
と
特
定
供
給
関
係
に
つ
い
て
︵
一
・
二
︶
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
月
報
六
五
号
一
-
二
頁
︑
六
六
号
五
頁
︵
一
九
八
八
年
︶
国
際
通
信
設
備
を
め
ぐ
る
競
争
と
規
制
O
n
T
h
e
L
in
e
一
九
八
八
年
九
月
一
日
号
二
六
-二
七
頁
自
由
化
と
国
際
協
調
の
間
を
揺
れ
動
く
国
際
Ｖ
Ａ
Ｎ
O
n
T
h
e
L
in
e
一
九
八
八
年
八
月
一
日
号
二
六
-二
七
頁
端
末
機
器
市
場
に
お
け
る
﹃
公
正
且
つ
自
由
な
競
争
﹄
の
展
開
に
向
け
てＪ
Ａ
Ｔ
Ｅ
通
信
一
九
八
六
年
九
月
号
二
-
三
頁
︵
財
団
法
人
電
気
通
信
端
末
機
器
審
査
協
会
発
行
︶
︿
コ
メ
ン
ト
﹀
岡
野
・
植
草
／
編
﹃
日
本
の
公
企
業
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
︶
二
一
八
頁
以
下
︑
二
四
五
頁
以
下
︵
一
九
八
三
年
︶
書
評
正
田
彬
／
著
﹃
全
訂
独
占
禁
止
法
Ⅰ
・
Ⅱ
﹄
法
律
時
報
五
三
巻
二
号
一
〇
〇
-一
〇
四
頁
︵
一
九
八
一
年
︶︑
五
四
巻
二
号
一
一
三
-一
一
七
頁
︵
一
九
八
二
年
︶
独
占
禁
止
法
の
一
年
の
動
き
︵
回
顧
と
展
望
︶
経
済
法
学
会
年
報
一
号
一
二
四
-一
三
〇
頁
︵
一
九
八
〇
年
︶
七
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
等
金
曜
討
論
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
産
経
新
聞
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
一
日
付
課
徴
金
の
強
化
︑
独
禁
法
の
実
効
性
確
保
読
売
新
聞
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
九
日
付
Ｉ
Ｔ
分
野
の
規
制
改
革
の
方
向
性
︵
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
Ｉ
Ｔ
関
連
規
制
改
革
専
門
調
査
会
︵
平
成
一
三
年
一
二
月
︶
に
つ
い
て
︶
東
京
新
聞
二
〇
〇
二
年
二
月
一
六
日
付
系
列
取
引
︑
違
法
性
の
排
除
を
︵﹁
経
済
教
室
﹂︶
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
〇
年
九
月
五
日
付
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
抱
き
合
わ
せ
販
売
問
題
北
海
道
新
聞
一
九
九
八
年
二
月
三
日
付
新
聞
の
再
販
売
価
格
維
持
を
許
容
︵
上
・
中
・
下
︶
毎
日
新
聞
夕
刊
一
九
九
六
年
五
月
一
三
・
一
四
・
一
五
日
付
行
政
指
導
の
範
囲
明
確
に
︵
石
油
価
格
協
定
刑
事
事
件
最
高
裁
判
決
コ
メ
ン
ト
︶
日
本
経
済
新
聞
一
九
八
四
年
二
月
二
四
日
付
︵
夕
刊
︶
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八そ
の
他
弔
辞
⁝
正
田
彬
先
生
を
偲
ん
で
公
正
取
引
七
〇
五
号
三
六
-三
七
頁
︵
二
〇
〇
九
年
︶
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
形
成
立
教
二
二
頁
︵
二
〇
〇
八
年
︶
﹁
追
悼
神
島
二
郎
先
生
﹂
岡
敬
三
・
大
森
美
紀
彦
／
編
﹃
回
想
神
島
二
郎
﹄
神
島
二
郎
先
生
追
悼
書
刊
行
会
一
一
五
頁
︵
一
九
九
九
年
︶
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
す
す
め
と
そ
の
陥
穽
法
学
周
辺
二
五
号
四
六
-四
七
頁
︵
一
九
九
八
年
︶
経
済
法
・
独
禁
法
ア
エ
ラ
ム
ッ
ク
﹃
法
律
学
が
わ
か
る
﹄︵
朝
日
新
聞
社
一
九
九
六
年
︶
三
〇
-三
一
頁
追
悼
澤
木
敬
郎
先
生
経
済
法
学
会
年
報
一
五
号
一
五
七
頁
︵
一
九
九
四
年
︶
若
い
諸
君
に
薦
め
る
三
冊
法
学
周
辺
二
〇
号
二
〇
-二
四
頁
︵
一
九
九
三
年
︶
ア
ー
サ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
﹃
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
﹄︵
Ⅰ
︶︵
Ⅱ
︶
立
教
一
三
六
号
一
八
頁
︵
一
九
九
一
年
︶
消
費
税
と
消
費
者
の
立
場
開
成
会
会
報
六
九
号
五
二
-五
五
頁
︵
一
九
八
九
年
︶
金
澤
良
雄
先
生
へ
の
追
悼
の
辞
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
月
報
五
一
号
四
-
五
頁
︵
一
九
八
七
年
︶
オ
ジ
サ
ン
は
怒
っ
て
い
る
ん
だ
ゾ
大
学
受
験
ラ
ジ
オ
講
座
テ
キ
ス
ト
︵
旺
文
社
一
九
八
七
年
︶
ヘ
ソ
曲
り
の
ス
ス
メ
大
学
受
験
ラ
ジ
オ
講
座
テ
キ
ス
ト
︵
旺
文
社
一
九
八
七
年
︶
君
の
﹃
心
の
安
息
所
﹄
は
ど
こ
か
？
大
学
受
験
ラ
ジ
オ
講
座
テ
キ
ス
ト
︵
旺
文
社
一
九
八
七
年
︶
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
舟
田
先
生
大
学
受
験
ラ
ジ
オ
講
座
テ
キ
ス
ト
︵
旺
文
社
一
九
八
七
年
︶
単
位
認
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
法
学
周
辺
一
七
号
四
一
-四
五
頁
︵
一
九
八
六
年
︶
同
調
と
拘
泥
の
狭
間
でニ
ュ
ー
ズ
立
教
一
九
八
五
年
三
月
二
五
日
号
五
頁
﹃
私
と
Ｂ
Ｇ
Ｍ
︵
ト
ー
ク
＆
エ
ッ
セ
イ
︶﹄
仕
事
︑
食
事
e
tc
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
︑
そ
し
て
︑
人
生
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
ス
パ
イ
ス
創
刊
号
三
九
頁
︵
一
九
八
二
年
︶
十
年
の
後
法
学
周
辺
一
五
号
二
八
-三
〇
頁
︵
一
九
八
〇
年
︶
立
教
で
の
七
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
法
学
周
辺
一
四
号
五
五
-五
六
頁
︵
一
九
八
〇
年
︶
書
評
神
島
二
郎
・
沢
木
敬
郎
・
所
一
彦
・
淡
路
剛
久
﹃
日
本
人
と
法
﹄
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立
教
八
九
号
六
六
頁
︵
一
九
七
九
年
︶
ロ
ッ
ク
.
不
安
/
の
サ
ウ
ン
ド
立
教
七
二
号
二
三
頁
︵
一
九
七
四
年
︶
＊
そ
の
他
、
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
多
数
の
コ
メ
ン
ト
等
を
掲
載
h
ttp
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/
w
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